
菅
原
道
真
研
究―

『
菅
家
後
集
』
全
注
釈

（九
）
―

焼

山

廣

志

前

回

（1
）
に
引
き

続

い
て
、
本

稿

で
は

以

下

の

『
菅

家

後
集

』

の
作

品

の
全

注
釈

を
試

み
た

い
。
今

回

は
調
査

・
考

察
を

済

ま
せ

た

『
菅

家

後
集

』

「
蹴
題
竹
床

子
」

「
鵬
秋
夜

」

の

二
首

を
取

り
挙

げ

て
み

る
。

注
釈

を
進

め

る
上

で

の

「
凡
例
」

は
前
稿

（2
）
の
そ
れ

に
倣

う
。

二

*

瓢

題
竹
床
子

通
事
季
彦
環
所
送

*

*

*

・

彦環

洲贈

與
竹網

床

●
○
●
●
●
○
◎

・

甚
好
施
來
在
草
堂

●
●
○
○
●
●
◎

・

慮
是
商
人
留
別
去

○
●
○
○
○
●
●

ド・自今遷客著
相將

●
○
○
●
●
○
◎

ド・空心蕾爲

遙
鍮海

○
○
●
●
○
○
●

ド・落涙新如昔植湘ド・不費一銭得唐物

○
●
○
○
●
●
◎●●●○●○●

ド・寄身偏愛惜
風
霜

●
○
○
●
●
○
◎

*

脚
韻
は、

「
下
平
声
陽

韻」
。

韻字

は

「

床
・

堂
・

將
・

湘
・

霜
」

團
*
題
字
下
傍
注

「通
事
李
彦
環
所
送
」…
「○
事
李
○
環
所
送
。
七
言
」
（内

一
）
「通
事
李
彦
瑛
所
送
七
言
」
（大
島
）
（松
平
）
（太
二
）
園

全

本
。

「通

事
李

彦
環

所
贈

」

（太

一
）

▼
頭
注

「理

作
環
。

無

七
言
字

」

（大

島
）

*
環
…
曖

（大
島
）
（松
平
）
（太
二
）
∩
剛

0

全
本
。

▼
頭

注

「
硬
作

環
」

（大
島

）

*
贈

…

▼
頭
注

「贈

作
送

」

（大
島

）
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*

縄
…

承

（
○）

（
内
一
）

（松

平）

（
尊

四）

*

著
…

看

（
●）▼頭注「看作著

」 （
大

島）

（太

一
）

（
太
二
）
〔

刊

本
〕

全

本。（大島）

*

蕾
…

旧

（

内
一
）

*

植
…

殖

（
●）槙（●）▼頭注「植作殖

」 （
静

嘉）

（尊

一
）

（
尊
三
）（松平）右傍注「植欺」（大島）

（
松

平）

*

銭
…

金

（
○）▼頭注「金作銭

」 （
内
一
）

（大

島）

（
松

平）〔刊本〕全本。（大島）

（
尊

四）

（

太
一
）

（
太
二
）

*

惜
…

慣
（
●）

（
内
一
）

（
大
島）

（
松

平）[刊本一全本。

（
尊

四）

（

太
一
）

（
太
二
）

團

あ
た

・
彦
環

贈
り
與
ふ

竹
の
縄
床

・
甚
だ
好
し

施
し
來
り
て
草
堂
に
在
る
に

・
磨
に
是
れ

商
人
留
別
し
去
な
る
べ
し

つ

も
ち

・
今
よ
り
遷
客
著
き
て
相
將
ふ

ふ

わ
た

・
空

心
蕾

り
た

る
は
遙

か

に
海
を

喩

る
が

為
な

り
。

あ
ら
た

・
落

涙
新

に
し

て

昔

湘

に
植
ゑ

し

が
ご

と

し
。

・
一
銭

を
費

さ
ず

し

て
唐
物

を
得

た

り
。

ひ
と

へ

・
身
を
寄
せ
て
偏
に
愛
す

風
霜
を
惜
し
む
こ
と
を
。

図
・
彦

環

が
竹

の
縄
床

を

贈

っ
て
く

れ
た

。

・
草

堂

に

こ
れ
を

し

つ
ら
え

る
と

し

た
ら

隠
居

し
自

楽
す

る
者

に

は
、

は

な

は
だ

適

う
。

（と
思

わ

れ

る
）

・
こ

の
縄

床

は
、
唐

か

ら
や

っ
て
来

た
商

人
が

日
本

を
去

る
時

に

置
土
産

と

し

て

い

っ
た

も

の
だ

ろ
う
。

・
こ
れ

か
ら

は
、

こ
の
私
が

こ
の
縄
床

を

愛
用

す

る

こ
と

に

し
よ

う
。

・
竹

の
内

部

が
空

洞
に

な

っ
て
い
る

の
は

（
そ

の
昔

）

は
る
ば

る

と
海

を

越

え

て
来

た
か

ら
に
違

い
な

い
。

・
こ

の
竹

に

私

の
涙
が
落

ち

か
か

る
と

（
そ

の
昔

、

舜
紀

が
夫

の
死
を

耳

に
し
、

竹

に
涙

を
注

い
だ

と

こ
ろ

班
紋

を
な

し
た

と

い
う
）

湘
水

の
ほ

と

り

に
植

え
ら

れ

て
い
た

竹

の
よ
う

に

思
え

て
く

る
。

・
私

は

一
銭

も
使

う

こ
と
な

く
、
貴

重

な
舶

来

品
を

手

に
入
れ

た

こ
と

に

な

る
。

・
（
こ
れ

か

ら

は
）

こ

の
縄

床

に
身

を

寄

せ

て
、
長

年

い
と

し

み
愛

用

し

て
行
き

た

い
も

の
だ
。
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国
○
床

子

…
人

が
座

っ
た

り
寝

そ

べ
る
も

の
を

「
床
」

と

い
う
。

「床
」

は

「装
」

で
あ

る
。
自

ら

を
装
載

す

る

（
=

の
せ
る
）

も

の
で
あ

る
。

（『
漢

辞

海
』
）

○
通
事

…

『
漢
辞
海

』

に
は

「①

国
家
間

の
交

際
、

②

取
次

役

・
面
会

な

ど

の
取

り
次

ぎ
を
す

る
役

。
③

通

訳
を
す

る

人
」
と

説

明
が

あ

る
。

こ

こ

で

は

「③

通

訳
を

す

る

人
」

の
意

で
あ

る
。

『
大

漢

和

辞

典
』

で
は

「⑭

通
弁

・
通
訳
官

」

と
説

明
し
、

『
癸
辛

雑
志

』

の

「
訳
者

今
北

方

謂

之

通

ニ

鯛

一、
南

蕃

海
舶

謂

二
之
唐

舶

一、

西
方

変

狢

謂
二
之
蒲

叉

一皆

訳
者

名

也

」

を

引
く
。

『
漢

語
大

詞
典
』

で
は

「④

旧
指

翻

訳
人

員
」

と
説

明

し
、
『
新

五
代
史
』

「晋

出
帝
紀

」

の

「甲

辰
、
契

丹
使

通
事

來
」

の
用

例
を
載

せ

る
。

○

縄
床

…
縄

を
張

っ
て
作

っ
た

腰

か
け
。
今

の
安

楽
椅

子
に
似

た
坐

具
。

胡
休

、
『
脅
書
』

「佛

圓
澄
傳

」

に

「
澄
至
故

泉
源

上

、
坐

縄
躰

、
嶢

安
息

香
、

呪

願
数

百
言
」

の
用

例
が

、

「
孟
浩
然

・
陪

李
侍

御
訪

聴

人
繹

居
詩

」

に

「石
室

無

人
到
、

縄
淋

見
虎

眠
」

の
用
例

が

見
え

る
。

『
漢

語
大

詞
典
』

で
は

「亦
作

〃
縄

林

"
。

一
種

可

以
折

聲
的

軽

便

坐

具
。

以
板

為

之
。

井

用

縄
穿
織

而
成

、

又
称

"
胡
床

"
"
交
床

"
」
と

説
明

し

『
学
林

』

「縄
床

」

の

「縄

沐
者

、
以

縄
貫
穿
爲

坐

物
、

即
俗

謂
之

交
椅

之
厨

是

也
」

の
用

例

を

挙
げ

る
。
『
白
氏

文
集
』

「
m
愛
詠

詩
」

に

「
坐
僑

縄
脚

間

息
念

、
前

生

磨

是

一
詩
僧

」

の
句

が
、

又

「
蹴
秋
池

」

に

「
洗
浪

清

風
透
水

霜

、
水
邊

2

間
坐

二
糊
脚

」

の
句

が

見
え

る
。
畢

開
國

圃
凹

参
照

。

『
田
氏
家

集
』

「
蜘
七
言
、

九

日
侍
宴
、

同

賦
鐘

聲
慮

霜
。

慮
制

。

一
首

」

に

「履
著

詩
家

朝
葛

履
、

眠
驚
仙

曉
縄

鉢
。
」

の
句
が

見
え

る
。

○
草
堂

…
①
草

ぶ

き

の
家

②
自

分

の
家

を
謙

遜

し

て
い
う

言
葉

、
粗

末
な

家

。

（『
漢

辞
海

』
）

『
大
漢

和
辞

典
』

で
は
更

に

「
古
、

隠
居

し

て
自

ら
楽

し
む
者

は
、
多

く
草

堂

を
営

む
。
杜

甫

の
澆
花

草

堂
、

白
居

易

の
盧

山
草

堂

の
類
。
」
と

説
明

す

る
。
『
漢

語
大

詞
典

』

に

は

「茅

草
蓋

的
堂

屋
。

旧

時

文

人
常

以

"
草
堂

"
名

其
所

居

・
以

標
風
操

之

高
雅

」
と

説

明
が

あ
り

、

「杜
甫

・
狂
夫

詩
」

の

「萬

里
橋

西

一
草

堂

、

百
花

潭
水

即
槍

浪
」

の
用

例
を
載

せ
る
。

『
白

氏
文

集
』

に

は
多
数

の
用

例

が
見

出

せ
る
。

『
田
氏
家

集

』

に

は

「
1
賦
得

詠

三
」

と
し

て

「
未
能

参
○

○
、

荒

逞
草
堂

生

」

の

句
が

見
え

る
。

『
菅
家

文
章

』

「
㎜
山
寺
鐘

」

に

「劃
剴

深
錬

翠
煙

松

、
抜

苦

音

聲
五

夜
鐘

」

の
例

が
見
え

る
。

○
別
去

…

別
れ

去

る
。

「
劉
方

・
平

代
宛
轄

歌

」

に

「黄

鶴
瑠

琴

將

別
去
、

芙

蓉

羽
帳
惜

空

垂
」

の
例

が

見
え

る
。

○
自
今

…
今

か
ら
後

。

こ
れ

か
ら
。

以
後

。
爾

今
。

今

後
。

『
詩

経
』

「魯

頒

・
有

駆

」

に

「自

今

以
始
、

歳
其

有
」

の
例
が

見
え

る
。

○
著

…
着

物
を
身

に

つ
け

る
よ

う

に

「
ぴ

っ
た
り

と

つ
く
」

の
意

。

異
本

に
あ

る

「看

」

の
意

は
、

「手

を

か
ざ

し

て
見

る
。

見

守

る
。

う

か
が

い

み

る
」

で
あ

る
。

こ

こ
で
は

「著
」

の
字

を

採

る
。

○
相
將

…

『
漢

語
大

詞
典

』

に
は

「相

僧

（11
と

も

に
す

る
、

い

っ
し

よ

に

い
る
）
。

相

共
」

と
説

明
が

あ

る
。

○
遷

客

…
罪

を

得

て
遠

方

へ
流

さ

れ

た

人
。

左
遷

流

諦

さ

れ
た

人
。

「江

滝

・
恨

賦

」

に

「
遷
客

海

上

、
流

戌

朧

陰
」

の
用

例

が
、

「李

白

・
與

史

郎

中
欽

、
聴

黄

鶴
棲

吹
笛

詩
」

に

「
一
爲

遷
客

去

長
沙

、

西
望

長
安

不
見

家

」

の
用
例

が

見
え

る
。
『
菅
家

後
集

』

「
姻
聞

旅

雁
」

に

「
我
爲
瑚

矧

汝

一
47

一



來

賓
、
共
是
薫

々
旅

漂
身
」

の
句

が
、

又

「
珈
雨
夜

」

に

「農

夫

喜
有

餓
、

週
劉

甚

煩
愚
」

の
句

が
、

「
鵬
燈
滅

二
絶

-

二
」

に

遷
客

悲

愁

陰
夜

倍

、

冥

々
理
欲
訴

冥

々
」

の
句
が

見
え

る
。

○

空
心

…
θ

う

つ
ろ

に
な

っ
た

木

の
し
ん
。

「慶

信

・
枯

樹
賦

」

に

「
火

入

空
心
、
膏

流

断
節

」

の
例

が

見
え

る
。
『
漢

語
大

詞

典
』

に

は

「②

謂

物
体
内
部

是
空
的

」
と

説
明

す

る
。

『
菅
家

文
草

』

「
謝
奉

謝
源

納

言
移

種

家

竹
」

に

「空

心
爲
是

天
姿

勤
、

痩
幹
寧

非
地

勢
寒

」

の
用
例

が

見
え

る
。

○
喩
…

こ
え

る
。

わ
た

る
。

『
漢

語
大
詞
典

』

に
は

「同

"
途

"
」

と
説

明

し

「【
逮

山
越
海

】
」

の
項

で

「亦
作

"
喩

山
越

海

"
越
過

山
海

、

謂
長

途

践

渉
」

と
説

く
。

用
例

と

し

て

『
南

齋

書
』

「高

帝

紀

上
」

の

「人

跡

牢

至
者

、
莫

下
喩

山
越
海
、

北

面
稻
蕃

」
を

挙
げ

る
。

○
落
涙

…

涙
を
流

す
。

泣

い
て
流

れ
落
ち

た
涙

。
堕

涙
。

唄
涙

。

零
涙
。

流
涕

。

「魏

文

帝

・
見
挽

船

士

兄
弟

僻

別
詩

」

に

「妻

子
牽

衣

挟
、

落
涙

露
懐
抱

」

の
例
が

見
え

る
。
『
田
氏
家

集
』

「
37
於
右

丞
相

省
中

直
盧

讃
史

記
寛

、
詠

史
得
高

租
、
慮
敏

」
に

「数

行
落

涙
故
郷

、
任
官

重

厚
須
安

嗣

」

の
句

が
見

え

る
。

O
昔
植

湘

…

閣
幽
闘
幽

参
照

○
唐
物

・:
中
国

及
び
諸

外
国

か
ら
舶

来

し
た
品

物
。
舶

来

の
雑

貨
。

唐
貨

。

○
偏
愛

…

特
別

に
、
す

こ
ぶ

る

い

つ
く

し
む

こ
と
。

大
切

に
す

る

こ
と
。

『
漢

語
大

詞
典
』

に

は

「在

幾
個

人
或
幾
件

事

物
中

特
別

喜
愛

或
単

喜
愛

其

中

的

一
個

或

一
件
」

と
説

明

し
、

「杜
筍

鶴

・
登
山

寺
」

の

「就

中

偏

愛

石
、
濁

上

最

高

層
」

の
句

を

引

く
。

『
辞

源

』

で
は

「濁

愛

也
、
今

謂

祖
護

（
=
庇
護
）

一
方

日
偏

愛
」

と
説

明
を
す

る
。

『
白

氏
文
集

』

「
襯
奉

和
思
瀦
相
公
李
蘇
州
所
寄
、
太
湖
石
奇
状
絶
倫
、
因
題
二
十
韻
見
示
。
兼

呈
夢
得
」
に

「疏
傳
心
偏
愛
、
園
公
眠
厘
廻
」

の
句
が
見
え
る
。
『
文
華

秀
麗
集
』
「
51
菅
清
公

・
奉
和
春
閨
怨

一
首
」
に

「濁
瀬
耶
嬢
偏
愛
重
、

何
圖
見
者
以
爲
神
」
の
用
例
が
あ
る
。
『
菅
家
文
草
』
「77
早
春
、
侍
宴
仁

寿
殿
同
賦
認
春
、
磨
製
」
に

「今
朝
莫
道
春
深
淺
、
偏
愛
吹
嘘
長
養
多
」

の
句
が
、
又

「瓢
封
残
菊
詠
所
懐
、
寄
物
忠
雨
才

子
」
に

「偏
愛
夢
中
禾

失
蓋
、
不
和
饒
下
菊
開
残
」
の
句
が
、
「脚
上
巳
日
、
封
雨
翫
花
、
慮
製
」

に

「且
憐
有
清
香
猶
襲
、
偏
愛
無
塵
色
更
加
」
の
句
が
見
出
せ
る
。

○
惜
…
い
と
お
し
む
。
大
事
に
す
る
。
大
切
に
す

る
。
團

0

に
あ
る

「慣

」
と

す

る
と

「慣

れ
る

・
慣

れ

し
た
し

む
」

の
意

と

な

る
。

こ
こ

で

は

「惜

」

の
意

を
採

る
。

○

風
霜

…

年
時

の
変

遷

を

い
う
。

と

し

つ
き

。

年

月
。

「沈
栓

期

・
遊

少

林

寺

詩

」

に

「雁

塔

風

霜
古

、
龍

池

歳

月

深
」

の
用

例

が
あ

る
。

『
漢

語

大

詞

典

』

で
は

「比

喩
変

遷

的

歳

月
」

と
説

明
が

あ

る
。

『
白

氏

文
集

』

「酬

元
九

封
新

栽
竹

有
懐

見
寄

」

に

「共

保

秋
竹

心
、

風

霜
侵

不
得
」

の

句

が

見
え

る
。
『
凌

雲
集

』
「
76
言

心
」
に

「風

霜

日
夜
積

、
榮
曜

待
何

時
」

の
用
例

の
句

が

、

又

『
文

華
秀

麗
集

』

に
は

「
62
王

昭
君

一
首
」

に

「沙

漠

壊

蝉
髪
、
風
霜

残

玉
顔

」
の
句
が

、
又

「
伽
代
神

泉

古
松
傷

衰

歌

一
首
」

に

「昔

從

凡
木
殖

上

林
、

過
却

風
霜

年
幾

深

」

の
句
が

見
え

る
。

紀
長

谷

雄

の
漢

詩

「
27
貧
女

吟
」

に

「日
往

月
來

家
計

鑑

、
飢

寒
空

送
幾

風
霜

」

の
句

が
見

え

る
。

『
菅

家

文
草
』

「
螂
残
菊

」

に
も

「若

使

風
霜
怒

、
當

留

早
老
顔

」

の
句

が
、

又

「
㎜
寒

早

十
首

1
四

」

に

「毎

被
風

霜
苦

、
思

親

夜

夢

頻
」

の
用

例
が

見
出

せ

る
。
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国
○

「
縄
床

」

の
持

つ
イ

メ
ー
ジ
考

「縄

床

」

の
語
意

に

つ
い
て

は
前
述

の

闘
国
困
圏

の
項

で
言

及
し

た
が
、

こ
の
語

に
込

め
ら
れ

て

い
る
イ

メ
ー
ジ

を
道
真

が

ど

の
よ
う

に
把

握

し

て

い
た

の
か
、

そ

の

一
つ
の
手
掛

り
と
な

る
も

の
が

『
白

氏

文
集
』

の
以
下

に
挙

げ

る
作
品

に
込

め
れ

て

い
る
よ
う

に
思

う
。

獅

愛
レ

詠
レ

詩

詩
を
詠
ず
を
愛
す

.

僻章

誠
詠
成
千二

芦

僻章

調
詠
千
首
を
成
し

.

心

行

蹄
依

向
二
一

果

心
行
蹄
依一

乗
に
向
か
ふ

―

.

坐

僑
二

縄

鉢

聞
自

念

坐
し
て
縄
林
に
僑
り
て
聞
に
自
ら
念
ふ

.

前
生

磨
二
是
一

詩

僧一

前
生
磨
に
是
れ
一

詩
僧
な
る
べ

し

大

意

は

「忽

ち
詩

興
が

わ
き

詩
を
詠

む
事

、

早
、
千

首

が
出
来

上

が

っ

た
。

心

も
行

い
も
今

の
私

は
仏
道

に
帰

依

し

て
い
る
。

縄
床

に

腰
を

落
ち

つ
け

て
ゆ

っ
た

り
と
心
静

か

に
、
自
身

の
事

に
思

い
を
馳

せ

る
と
恐

ら

く
、

私

自
身

の
前
生

は
き

っ
と

詩
僧

で
あ

っ
た
だ

ろ

う
と

思

わ
れ

て
く

る
。
」

と

な
ろ

う

か
。

も

う

一
首

を
引

く
と

㎜
秋
池

秋
池

.

洗
レ

浪
清

風透

レ

水
霜

浪
を
洗
ふ
清
風、

水
に
透
る
霜

ー

.

水
邊
聞
坐
一

縄

躰

ー

水
邊
聞
坐
す

一

縄
床

.

眼
塵
心
垢
見二
皆

聲

眼
塵
心
垢
皆壼

く
る
こ
と
を
見
る

.

不二
是
秋

池

是道

場

是
れ
秋
池
な
ら
ず
是
れ
道
場
な
ら
む

大
意
は

「池
の
周
辺
の
清
風
は
波
を
洗
い
、
霜
は
池
水
に
透
け
て
い
る
。

池
辺
に
縄
床
を
持
ち
出
し
間
坐
し
て
池
を
な
が
め
て
い
る
と

（い
つ
の
間

あ
か

つ

に
か
）

眼

の
塵

も

心

の
垢
も

皆
す

っ
か
り
蓋

き

て
消

滅

し
た

よ
う

だ
。

と

す

れ

は
、

こ

こ
は
秋
池

と

い
う

よ
り

は
む

し
ろ

心
身

の
修

道

場
と

呼
ん

だ

方

が
よ

さ

そ
う

で
あ

る
。
」

と
な

ろ
う
。

〇

六
句

目

、

如

昔

湘
」

の
出

に

つ
い
て

ド

尭

の
女
、
舜

の
妃

の
蛾
皇

・
女

英

で
あ

る
湘

君
が

舜

の
崩
御

を

聞
き
、

ド

舜

を

慕

っ
て
湘

水

の

ほ
と

り

に
来

、
身

を

投

じ

て
死

に
、

湘

水

の
神

と

ホ

な

っ
た

と

い
う
伝

説
が

あ

り
、

そ

の
時

水

の
ほ

と
り

の

に
湘
女

芭

を

、
ぐ

と

を

な

し
た

と

い
う
故
事

に
基
づ

く
句

作

り
と

な

っ
て
い
る
。

ホ【
湘

君
】
『
楚

辞
』

「
九
歌

・
湘

君

・
補
注

」

に

「
劉
向

列
女

傳
、

舜
防

方

死
一
於
蒼

梧

一、
二
妃

死
二
於

江
湘

之

間

「、
俗
謂

二
之

湘

君

一、
禮

記

、
舜
葬

二

於

蒼
梧

之

野

一、

蓋

二
妃
未

二
之

從

噌也

、

注

云
離

騒
所
レ
歌
湘

夫

人
、
舜

妃

也

」

の

記
事

が

見

え

る
。

又

「酪

賓

王

.
酬

二
思

玄

上

人
林

泉

一
詩
」

に

「芳
杜

湘

君

曲
、

幽

蘭
楚

客

詞
」

の
用

例

が
、

又

「李

白

.
陪

二
族

叔

刑

部

侍
郎

曄

及
中

書

質
舎

人

至

「遊

洞

庭
湖

}詩

」

に

「
日
落
長

沙

秋
色
遠

、
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不
レ
知
何
慮

弔
二
湘
君

一」

の
用
例

が
見
え

る
。

（『
大

漢
和

辞
典

』
）

ド
【湘
水

】
川

の
名
。
源

は
広

西
省
興

安
県

の
陽

海

山
。

灘
水

と
源

を
同

じ

く

い
て
灘
湘

と

い
い
、

県

の
東

で
灘

水
と

分
離

し
、

湖
南

省

零
陵

県

の
西

に
至

っ
て
瀟
水

を
合

し
て
瀟
湘

と

い

い
、
衡

陽

に

至

っ
て
蒸
水

を
合

し

て

蒸
湘

と

い
う
。

以
上
を

三
湘

と
称
す
。

『
述

異

記
』

に

「
湘
水

、
去

レ
岸

三

十
里

許
、
有

一相
思
宮

望
帝

壁

「、
昔

舜
南

巡
而
葬

二
於

蒼
梧

之

野

尭

之

二

女
蛾
皇

・
女

英
、
追

レ
之

不
レ
及
、
相
與

働

異
、

涙

下
沽

レ
竹
、

竹
文

上
爲

レ

之
斑
斑

然
」

の
記
事

が

見
え

る
。

（『
大

漢
和

辞
典

』
）

ド
【
湘
竹

】
斑

竹

の
異
称
。

湘
紀

が
涙

を
洒

い

で
斑
紋

を
な

し
た

と

い
う
。

涙
竹
。

湘

妃

竹
。

（『
大
漢

和

辞

典
』
）

「柳

宗

元

.
巽

上

人
以

二
竹

聞
自

采

新

茶

 
見
レ
贈

詩
」
に

「芳
叢

騎
二
湘

竹

一、
零

露
凝

一清

華

一」

の
句
が
、
『
白

氏
文
集

』

「
江
上
邊

レ
客
詩

」

に

「杜
鵤

聲
似

レ
実
、

湘
竹

斑
如

レ
血

」

の
句

が
見

え
る
。

「峯
参

.
秋

夕
聴

一羅

山
人
弾
≧
二
峡
流
泉

一
詩
」

に

「楚

客

腸

欲
レ
断

、
湘
妃

涙

斑
斑

の
句
が

、

「痩

信

.
哀

江

南

賦
」

に

「城

崩

杞
婦

之

異
、

竹
染

湘
妃

之
涙
」

の
句

が
見

え
、
文

人

の
好

題

目
と
な

っ
て

い
た

こ

と
が

う
か

が
え

る
。

『
藝

文

類
聚
』

「巻

八
十
九

・
木

部

・
竹

」

の
項

に
も

「博

物
志

日
、

洞

庭
之

山
帝

之

二
女
暗
、

以
涕

揮
竹

、
竹
蓋

斑
、

今

下
儒

有
斑

皮
竹

」

の
記

事
が

見
え

る
。

三國
*

鵬
秋
夜ド床頭展

轄
夜
深
更ド背壁微燈夢不成ド早雁寒養聞一種唯無童子讃書闘

○
○
●
●
●
○
◎●●○○○●◎●●○○○●●

*

○
○
○
●
●
○
◎

宰

童
子
小
男
幼
字

近
曾
天
亡

*

脚
韻
は
下
平

声庚

韻。

韻
字
は
「
更」
「

成
」

「

聲
」

囲
○

題
字

下
注

「七

言
」

…

（内

一
）

（大

島
）

（加

越
）

（松

平
）

（尊

四
）

（太

一
）
（太
二
）
圓

∪

全
本
。

○

展
…

「
展
」

ミ
セ
ケ

チ

「
展
」

（太

二
）

○
微

…
○

（欠
）

（尊

三
）

「微

」

ミ
セ
ケ

チ

「微
」

（尊

四
）

○

雁

…
雁

（静

嘉

）

（加

越
）

（彰

考
）

（太

一
）

（太

二
）

刊
本

全

本
。

○

聲

…
声

（内

一
）

○

分
注

「童

子

小
男
幼

字

近
曾

天
亡

」
…
な

し

（静

嘉

）

（尊

二
）

（尊

三
）

▼
頭
注

「無

分
注

十
字

」

…

（大

島

）
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團
・
床
頭

展
轄
し
て
夜
深
更

そ
む

・
壁
に

背
く
微

燈

夢
成

ら
ず

・
早
雁

寒
養

聞

く

に

一
種

・
唯
童

子

の
書

を
讃

む
聲
無

し
ち
か

か
つ

童
子
は
少
男
が
幼
字
、
近
こ
ろ
曽
て
天
亡
す

図
・

（秋

の
夜

長
）
寝

床

で
眠

れ

る

ま
ま

寝

返

り

を

う

っ
て

い
る

う
ち

に

（
い

つ
の
間
に

か
）
夜

更
け

を
迎
え

て

し
ま

っ
た
。

・
壁
を

背
に

し
た
、

ほ

の
暗

い
灯

の
下
で

（私

の
愁

い
は

一
層

深
ま

り
）

眠
り

に

つ
く

こ
と

が
出
来

な

い
。

・
秋

の
到

来
を
告

げ

る
早

雁

の
声

を
聞

い
た
時

も

、

秋

の
深
ま

り
を

知
ら

せ
る
寒

養

の
声
を

耳
に

し
た
時

も
、

そ

の
鳴

き

声

は
例

年

の
そ
れ

と
少

し
も
変

わ

る
も

の
は
な

か

っ
た
。

・

（な

の
に
）

今
年

の
秋

だ
け

は
幼

か

っ
た

我
が

子

の
書

物

を
読
む

声
が

聞
か

れ
な

い
の
で
あ

る

（
こ
と
が
、

た

ま
ら
な

く

つ
ら

い
。

）

童

子
と

は
年

か
さ

の
行

か
な

い
幼

い
子

の
呼
び

名

で
あ

る
。
近

ご

く

亡

く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

国○
床

頭
…

林

頭。

ね

だ
い

の

ほ

と
り
。

ね

ど

こ
の

あ
た

り
。

「

高
適
・

酔

後
贈
二張
九
旭
一詩
」
に

「脚
頭

=
盟
酒
、
再
能
幾
回
眠
」
の
例
が
見
え
る
。

『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「亦
作

"林
頭
"
①
坐
楊
或
鋪
的
労
辺
②
床
的

一

端
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
「雰
参

・
宿
岐
州
北
郭
嚴
給
事
別
業
詩
」
の

「疏

鐘
入
断
内
、
片
月
到
脚
頭
」
の
用
例
を
挙
げ
る
。
『
白
氏
文
集
』
「㎜
贈
呉

舟
」
に

「南
山
入
舎
下
、
酒
甕
在
魍
頭
」
の
例
が

「㎜
贈
内
子
」
に

「寒

衣
補
燈
下
、
少
女
戯
魍
頭
」
の
例
が
、
又

「
槻
敷
陶
潜
膿
詩
十
六
首
辞
序

ー

（六
）
」
に

「魍
頭
残
酒
権
、
欲
蓋
味
彌
淳
」
の
用
例
が
見
え
る
。
『
田

氏
家
集
』
に
は

「
川
菊
花
」
に

「因
頭
促
燥
霧
嫌
雨
、
屋
裏
閑
排
拍
見
人
」

の
句
が
見
え
る
。
紀
長
谷
雄
の
作
品
に
も

「55
秋
榮
照
秩
賦
」
に

「皓
皓

不
消
、
豊
積
雪
片
於
床
頭
」
の
用
例
が
見
え
る
。

○
展
轄
…
ね
が
え
り
す
る
。
臥
し
て
も
心
が
安
ん
ぜ
ず
、
や
た
ら
に
寝
返

り
を
す
る
こ
と
。
『廣
雅
』
「繹
訓
」
に

「劇
輔
、
反
側
也
」
の
説
明
が
あ

る
。
『
漢
語
大
詞
典
』
に
は

「⑤
翻
身
貌
。
多
形
容
憂
思
不
腺
、
臥
不
安

席

」

と

説

明

し

『
楚

辞
』

「劉

向

・
九

嘆

・
惜

賢

」

に

「憂

心
劉

、
愁

佛

欝

分

〈王
逸

注
〉
劇

輔

、

不
籍
貌

」

の
用
例

が
、

又

「
李
成

用

・
山

中

夜
坐
故
里
友
生
詩
」
に

「劉

管
前
睡
不
成
、

一
林
山
月
竹
風
清
」
の
用

例
が
あ
る
の
を
挙
げ
る
。
『
白
氏
文
集
』
「㎜
山
鶴
鵡
」
に

「夢
郷
遷
客
展

輔
臥

抱
鬼
寡
婦
彷
裡
立
」
の
句
が
見
え
る
。

○
深
更
…
夜
中

・
夜
ふ
け

・
深
夜
。
『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「深
夜
、
①

指
半
夜
以
后
」
と
説
明
し

『
宋
書
』
「顔
延
之
傳
」
に

「慌
若
迷
途
失
偶
、

厭
黒
如
深
夜
徹
燭
」
の
用
例
が
あ
る
の
を
引
用
す
る
。
『
白
氏
文
集
』
に

は

「
㎜
春
眠
」
の

「春
被
薄
亦
暖
、
朝
窓
瀾
剣
閑
」
の
用
例
が
見
え
る
。

『
田
氏
家
集
』
は
類
語

「夜
深
」
と
し
て
次
の
句
が
見
え
る
。
「62
八
月
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十

五
夜

、
惜

月
」

に

「
月
好

偏
憐

是
夜

深

、

三
更

到
暁

可

分
陰

」
と

あ

る
。

又
紀

長
谷
雄

の
作

品

「
32
夜

陰
蹄

房
」
と

い
う

詩

に

「空

夜
窓

閑
螢
度

後

、

深
更
軒

白

月
明
初

」
の
句
が

あ

る
。
『
菅

家

文
草

』
に

は
、

「
76
海

上

月
夜

」

に

「行
遅
淺
草
潮
痕
没
、
坐
久
劉

月
影
斜
」
の
句
が
、
又

「
鋤
就
花
枝
、

慮
製
」
に

「眼
漱
令
樹
饒
温
澤
、
心
恨
深
更
向
曉
天
」
の
句
が
見
出
せ
る
。

○
背
壁
…
壁
に
背
を
向
け
る
こ
と

↑
Ψ
「向
壁
」

『白
氏
文
集
』
に
は
、
「糊
早
夏
暁
興

・
贈
夢
得
」
に

「背
壁
燈
残
経
宿

焔
、
開
箱
衣
帯
隔
年
香
」
の
句
が
見
え
る
し
、
「㎜
上
陽
白
髪
人
」
に
は

「歌
歌
残
燈
背
壁
影
、
薫
薫
暗
雨
打
臆
聲
」
の
句
が
見
え
る
。
こ
の
詩
に

は
他
の
句
に
も
措
辞
の
視
点
で
の
投
影
が
窺
え
る
。

畢

園
國
剛
圏
参
照
。

『
田
氏
家
集
』
に
も

「87
夢
高
侍
郎
」
に

「涙
随
冬
霰
交
横
落
、
秋
與
寒

燈
向
背
燃
」
と
い
う
類
似
表
現
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
作
品
に

つ
い
て
は
措
辞
の
み
な
ら
ず
内
容
に
も
多
く
の
類
似
点
を
指
摘
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
畢

閣

醐
園

○
微
燈
…
か
す
か
な
燈
火
。
「韓
愈

・
秋
懐
詩
」
に

「微
燈
照
空
沐
、
夜

孚
偏
入
耳
」
の
句
が
見
え
る
。
『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「暗
淡
的
灯
光
」

と
説
明
す
る
。

○
早
雁
…
早
鴻
。
秋
早
く
来
る
雁
。
「李
白

・
陪
族
叔
刑
部
侍
郎
曄
及
中

書
質
舎
人
至
遊
洞
庭
詩
」
に

「洞
庭
湖
西
秋
月
輝
、
瀟
湘
江
北
早
鴻
飛
」

の
句
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』
「脳
聞
劇
洲
燗
寄
文
進
士
」
に

「無
勝
嗣

叫
傷
情

、

沙
漠
涼

風
迭

遠
行

」

の
句
が

見
え

る
。

○
寒

益

…
晩
秋

に
鳴

く

こ
お
ろ
ぎ

。
寒
贔

。

「
養

」

は

「
こ
お

ろ
ぎ
、

蚤
、

促
織

」

の
事

で

『
爾

雅
』

「繹

贔
」
に

「蜷

蜂
、
養

〈疏

〉
幡
蜂

、

一
名
養

、

今

促

織

」

の
説

明

が

あ

る
。
『
詩
経

』

「唐

風

・
蜷

蝉

」

に

「
幡
蜂

在

レ
堂

〈傳
〉

幡
蝉

、
翻

也
」

の
記
事

が

見

え

る
。

『
漢

語
大

詞
典

』

に

は

「寒

轟

」

の
項

に

「寒

天

的

昆
虫

、
多

指

幡
蜂

」

と

の
説

明

が
あ

る
。

「章
磨

物

・
擬

古

詩

」

に

「寒

蚤

悲

洞

房
、

好

鳥

無

遺

音
」

の
句

が

、

又

「李

郵

・
宿

虚
白

堂
詩

」

に

「
秋
月
斜

明
虚

白

堂
、

寒
蚤
卿

嘲

樹
蒼

蒼

」

の
句

が

見
え

る
。

類

語

の

「寒
轟

」

と

し
て

は

「常
建

・
所
琴

秋
夜

贈
冠

尊
師

詩

」

に

「寒

轟
臨

初
急

、
清

吹
襲

燈

頻
」

の
用

例
が

あ

る
。

『
白

氏

文
集

』

に
は

「
緻
秋
晩
」
に

「覧
劉

近
壁
、
知
瞑
鶴
蹄
籠
」
の
句
が
見
え
る
。

『
菅
家

文

草

』

「
娚
九

日
後

朝
、
侍

宴

朱

雀

院
、

同
賦

秋

思

入
寒

松

、
磨

太

上
皇
製

」

に

「禁
蓋

仰
謄

驚
旅

雁
、

彿

根
傾
聴

感

寒
養

」

の
句

が
見
え

る
。

〇

一
種

…

同

じ
。

同

じ
様
。

『
漢

語
大

詞
典

』

に

は

二

様

・
同
様

」

と

説

明

し
、
「
元
積

・
酬
東

天
得

微

之
詩
知

通

州
事

因
成

四
首

之

四
」
の

「定

畳

身

將

因

一
種
、

未

知

生
共

死

何
如

」

の
例

を

挙
げ

る
。
『
菅

家

文

草
』

「
30
戊

子
之

歳
、

八

月
十

五

日
夜

、
陪

月
皇

、
各

分

一
字

」

に

「詩

人

遇

境

感
何

勝
、

秋
氣

風
情

一
種

凝
」

の
用
例

が
、

又

「
80
喜

田
少

府

罷
官

蹄

京

」

に

「山

郵
水

騨
思

粉

々
、

一
種

風
光

雨
庭

分
」

の
用

例
が

見
え

る
。

○

童

子

…
未

だ

冠

し
な

い
未
成

人

の
称
。

童

見
。

童
儒

。
童

竪

。
『
漢

語

大

詞
典

』
で

は

「見

童

・
未
成

年
的

男

子
」
と
説

明

し
、
『
儀
礼
』

「
喪

服
」

の

「童

子
唯

當
室

繕

〈鄭
玄

注
〉

童

子
未

冠
之

稔
」

の
記
事
を

引

く
。

又
、

韓

愈

の

『
師

説
』

中

の

「彼

童

子
之

師
、

授

之
書
而

習
其

句
讃

者

、
非

吾

所

謂
傳

其
道

解
其

惑
者

也

」

の
用
例

を
挙

げ

る
。

○

讃
書

…

『
漢

語
大

詞
典
』

で
は

「
閲
讃

書
籍

。

諦
読
書

籍
」

と

説
明

す
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る
。

こ

こ
で
は
、
声

に

出

し
て
書

を
読
む

こ
と

を
指

す
。

韓

愈

の

「感

二

鳥

賦
」

序

に

「調

習

著

文
、
自

七
歳

至
今
、

凡

二
十

二
年
」

の
例

が

あ
る
。

○
小
男

…
小

さ

い
男

の
子
。
大

男

の
対
。

「
李
商

隠

・
詠

懐
寄

秘

閣
蕾

僚
、

二
十

六
韻
詩

」

に

「
小
男

方
嗜

栗
、
幼

女
漫

憂
葵

」

の
句

が

見
え

る
。

○
幼
字

…
幼
時

の
あ

ざ
な

。

お
さ
な

い
名
。

幼

名
。

国〇
二
句
目
「
背
壁
微
燈
夢
不
成」

の
表
現
に
つ
い
て

措
辞
的
に
は
以
下
に
引
く

『白
氏
文
集
』
の

「㎜
上
陽
人

慰
二怨
暖
―

也
」
か
ら
の
投
影
が
濃
厚
の
よ
う
に
思
え
る
。

こ
の
作
品
は
自
注
に

「天
宝
五
載
、
楊
貴
妃
が
寵
を
專
ら
に
し
て
か
ら

後
は
、
宮
人
の
進
幸
を
得
る
者
は
な
く
、
美
色
あ
る
宮
人
は
皆
特
別
な
宮

殿
に
置
か
れ
た
。
上
陽
宮
は
其
の
一
で
あ
る
」
と
あ
る
颯
論
詩
の

一
つ
で

あ
る
。
若
い
時
美
貌
を
見
こ
ま
れ
て
宮
中
に
入
っ
た
女
性
が
、
天
子
の
寵

に
ら

愛
を
独
占
し
て
い
る
楊
貴
妃
に
睨
ま
れ
、
上
陽
宮
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
ま

ま
年
老
い
て
し
ま
っ
た
そ
の
悲
哀
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一

文
、
秋
夜
を
回
想
し
て

・

宿

空

房。

秋

夜
長

空
房
に
宿
す

秋
夜
長
し
（
十
七
句
目）

い

・

夜
長
無
練
天
不
明

夜
長
く
腺
ぬ
る
無
く
し
て
天
明
け
ず（
十
八
句
目）

そむ

・

臥
取
残
燈
背
壁
影・薫蒲暗雨打臆聲

臥
取
た
る
残
燈
壁
に
背
け
る
影
（
十
九
句
目）

衷
ど

薫
薫
た
る
暗
雨
臆
を
打
つ
聲
（
二
〇
句
目）（傍線筆者）

「
上
陽

宮

に
閉

じ

込
め
ら

れ

て
暮

ら

す

一
人
住

ま

い
に

は
、
と

り
わ

け
秋

の
夜

が
長

く
感

じ
ら
れ

る
。

夜

は
な

カ
な

力
明

け
よ

う
と

も
と

で
寂

し

く
窓

を
う

つ
夜

雨

の
音
を

聞

き
尽

し
た

も

の
で
あ

る
」

と
詠

む
。

こ

の
上

陽
宮

女

の
嘆
き

の

一
文

を
、
道

真

は
我

子
を

亡
く

し
た
悲

嘆

の
情

を
詠

む

「
鵬
秋

夜

」

の

一
・
二
句

「
床

展

し

て
、

更
」
、

「
鮎
に
背

く

z

、

ら

」

の
表

現

に
生

か
し

て

い
る
よ

う

に
思
え

る
。

白
詩

か

ら

の
内
容

と

し

て
よ

り
措

辞
的

な
投

影

の
窺

え

る
句

で
あ

る
。

一
方
、

道
真

の
義

父
に
あ

た

る
嶋

田
忠

臣

の
詩

文

集

『
田
氏

家
集

』

の

中

に

「
87
夢
高

侍

郎
」

と

い
う
作

品

が
あ

る
。

村

田
正
博

氏

の
説
明

に
よ

る
と

「
〔高

侍

郎
〕

は
本

集

56

の
詩

題

「兵

部

高

侍

郎

」

お

よ

び

21

・
35

.

59

・
蹴
詩

題

の

「
高
進

士
」

「高

侍

中

」

「
高
大

夫

」

「高

少
史

」

と

同

人

で
高

階
令

範

か
。

本
集

59

「傷

二
高

大

夫

」

は
そ

の
死
を
傷

む
も

の

で
、

貞
観

十

五

（
八
七

三
）

年
頃

の
作

ら

し

い
。

こ

の
87
は
、

本
集

の
配
列

を

ほ
ぼ

年
代

順

と
信

ず

れ
ば
、

そ

れ
よ

り
八

年
後

の
元
慶

五

（
八
八

一
）

年

の
も

の
で
、

第

五
句

か
ら
、

そ

の
冬

の
作

と
察

せ

ら
れ

る
」

と
あ

る
。
（三

以

下

の
全

句

を
引

く
。

87
夢高

侍
郎

*

・

金圖

失
契
十
絵
年・容髪宛然一夜眠・似訴別來多歳月

ゆ
め
み

高
侍
郎
を
夢
る

きん

ら
ん

金
蘭

契
り
を
失
ふ

十鯨

年

よ
う
び
ん

ゑ
ん
ぜ
ん

容
蟹

宛
然
た
り

一

夜
の
眠
り

わ
か
れ
てよ

う

訴
ふ
る
に
似
る

別
來

歳
月
多
き
こ
と
を
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・

如
言
詠
得
幾
風
煙

言
ふ
が
如
し

幾
風
煙
を
詠
み
得
し
こ
と
を

・

涙随

冬
霰
交
横
落

涙
は
冬
霰
に
随
ひ
て
交
横
し
て
落
つ

か
う
は
い

・

愁
與
寒
燈
向
背
燃・筆海爲君爲此目

愁
へ

は
寒
灯
と
向
背
し
て
燃
ゆ

ひ
っ
か
い

つ

筆
海
君
に
凋
き
て
此
の
目
と
為
る

・

長
悲
片
月
早
蹄泉

長
悲
す
片
月
の
早
く
泉
に
帰
せ
し
こ
と
を

本
文
・

訓
と
も
に、

小
島憲

之
監修

『
田
氏
家
集
注
』

本
に
拠
る。

傍
線
筆者

。

作
者

で
あ

る
嶋

田
忠

臣
が

交
際

の
深

か

っ
た

高
侍

郎
と

死

別
し

て
長

い

年

月
が

経

つ
に
も

関
わ
ら

ず
、

死

別

の
悲

し

み
は
消

え
去

る

の

で
は
な

く
、

一
層
心

の
奥

深
く

に
凝

り
固

り
、
或

る
時

ふ
と

し
た

折
、

そ

れ
が

頭
を

も

た

げ

る
。

冬

の
或

日
、
作

者

が
夢

み
た
体
験

を

一
気

に
筆

に

し
た

た
め

た

作

品

の
よ
う

に
思
え

る
。

そ

こ
に

は
長

い
時

空

が

そ
う
と

認
識

さ

れ
ず
昨

日

の
よ

う
な
出

来
事

に
思

え
、

高
侍
郎

と

の
交
友

体
験

が

生
き

生
き

と
蘇

り

、

そ
れ
だ

け
に

死
別
悲

し

み
を
改

た
に
す

る
。

そ

の
心
情

を

、

と
り
わ

け

五

・
六
句

で

「
目
覚

め

て
は
、
涙

が
冬

の
霰

と
と
も

に

は
ら

は
ら

と

こ

ぼ

れ
落
ち

、

つ
な

い

'
レ
カ

、
々
と

し
た
灯

'
に
向

か

っ
て
も

背
を

向
ー

」
、̂》
と
詠
う
。
傍
線
を
付
し
た
六
句
の

「愁
」
「寒

灯

」

「向

背
」

「
燃
」

の
詩

語

の
使
わ

れ
方
が
絶

妙

で
あ

る
。

作
者

の
高

侍

郎

を
思

う

気
持

ち

（
「愁

」
）

が
、

「冬

の
夜

の
さ

む
ざ

む
と

し

た
中

で
と

も

る

か
す

か
な

灯

」

（
「寒

灯

」
）

と
呼
応

し
あ

い
、

灯
火

に
向

か

い
あ

っ

て
も
背

を
向

け

て
も

そ

の
愁

い
は

「燃

え
た
ぎ

る
」

の

で
あ

る
。

つ
ま
り

「
燃
」

に

「
灯
火
」

と

「愁

」

の
二

つ
の
意

を

込
め

て

い
る
表

現
と

思
わ

れ

る
。

こ

の
嶋

田
忠

臣

の
表

現
を
、
道

真

の

「
鵬
秋
夜

」

の

二
句

目

の
表

現

「

に

向

い
て

い
る
、

ー

の

い

-
の

で

禾

の

'
い

ー

層
深

ま

01

）

眠
り

に

つ
く

こ
と
が

出
来

な

い
」

に
重
ね

る

と
、

】
層

、
道

真

の
我

が

子
を

亡

く
し

た
悲

し

み
が
、

「背

壁
」

「微
燈

」

の
詩

語

の
配
置

に

よ

っ

て
浮
き

ぼ

り
に
さ

れ

て
く

る

の
で

は
な

い
か
。

嶋

田
忠

臣
が

道
真

の
漢

詩

文
修

学

時

の
師

で
あ

り
、
終

身
忠

臣

の
詩

風

に
多
大

の
影
響

を
受

け

て
来

た
道

真

に
と

っ
て
、

こ

の
嶋

田
忠

臣

の
詩
内

容

が
脳

裏

に
あ

り
、
措

辞

に

留

ま
ら

ず
詩

想
ま

で
深

く

理
解
さ

れ

て

い
た

で
あ

ろ
う
事

は
想

像

に
難

く

な

い
。

【

注】
（

1）

拙
稿
「
菅
原道

真
研
究
―
『
菅
家後

集』

全
注
釈
（
八
）
」

（「
有
明
工
業高

等
専
門
学
校
紀要

」

四
十
号）

（

2）

拙
稿
「
菅原

道
真
研
究1

『
菅
家後

集』

全
注
釈
（
一
）
」

（「
国
語
国
文
学
研
究」

第
三
十
六
号）

熊
本
大
学
文学

部
国
語
国
文
学
会

（
3

）

『
田
氏
家
集
注

巻
之
中
』

小
島
憲
之
監
修

五
十
九
頁

（
4

）

『
田
氏
家
集
注

巻
之
中
』

小
島憲

之
監
修

六
十
二
頁

【追
記
】

こ
の
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
木
下
文
理
氏
よ
り
多
大
の
御
助
力
を
い
た
だ
い
た
。

と
り
わ
け
語
釈

・
白
詩
中

の
詩
語
の
検
索
等
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
事
に
深
謝
申

し
上
げ
た
い
。

二
〇
〇

三

年

十

一
月

三

日
執

筆

了

（や
き

や

ま

ひ

ろ
し
/
大

学

院
大

学
院

七

回
修

了

・
有

明
高
専

）
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